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第1章緒

 近年我が國結核死亡はツベルクリン反乱の普

及，未感染者に対するB．C．Gの接種療養施設

の拡充，結核知識の向上等，予防的，肚会的保

障等の諸政策の結果，漸次減少の傾向を示しつ

Sあることは，結核撲滅の第一線機関たる保健

所に勤務する我等にとって大なる喜びとする所

であるが，特に品等の諸対策中ツベルクリン反

’慮の普及，陽性韓化者の健康管：理，更に未感染

論

者に対するB．C．Gの接種に依る所大なるもの

があることは既に幾多の研究者に依り指摘され

た所であるが，我等は津幡保健所管内の学童に

就てのツベルクリン反鷹（以後ツ反感と記す）の

統計的襯察並びに：B．C・G接種後のツ反憲に関

し，若干の観察を試み聯か知見を得たので，こ

の結果を報告して大方の御批判を仰がんとする

ものである．

第2章 調査 方 法

 調査學童は河北郡内小學校學童1年生より新制中門

校學童3年生迄総激8019名で之に，s一一，・．llし昭和23年4月

より昭和24年7月に至る期間に亘り，ツ倒懸を實施し

た．使用ツベルクリン液は結核豫防會北陸B．C・G製

造所より得たもので2000倍稀羅のものを0．lc．c．宛

左前腰屈側中央部皮内に注射した．成績判定は48時間

後に行ひ，護赤，硬結，二重叢赤，壊死，水泡の有無
                     1
を樵し，陽性の制定標準に就ては結核豫防會の方法

を用ひた．

 爾ツ反’慮陰性者に封し使用した：B・C・G液は同じく

北陸B・C・G製造所の製島で，そのO・04mgを左上脾

外側皮内に注射した．

第3章 淘北郡学童ツ三鷹陽性率 （B・C・G陽轄を含む）

 河北郡学童のツ反慮陽性牽は第1表に示す如

く槍査人員総数8019名に対する総：陽性率は315

％となb，学年別に見れば，小学校1年生の陽

性率は18．6％で最：も低く，i新制中学校2年生の

陽性率は52．2％で最も高く，大体学年の増加と

共に陽性率も高く認められた．

 次に男女別に就て見るに，男子総数3988名の

陽性率は29．6％で，女子総：数4031名の陽性率は

33．2％で，女子は男子より3．6％の高率を示し

た．学年別にこの関係を見ても女子は男子に比

し，一般に高率を示した．
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第1表 河北郡学童ツ丁丁陽性率 （B・c・G陽轄も含む）
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第4章 B・C・G接種学童と非接種学童とのツ反鷹陽翰率の比較

 ：B・C・G接種：学童のツ反感陽韓語は第2表に

示す如く槍直人．員総数167斗名に対するツ反鷹陽

顧慮は42．7％となり，学年別に見れば32．9％を

示す第2学年最：も低く，57。OP6を示す第6学年

に最：も高い陽蒋率を認め，大体学年の増加と共

に陽韓率も高く認められた。

 B・C・G非接種：学：童に於けるツ反慰陽韓率は

第3表ic示す如く槍査人員総数778名に対する

陽轄率は13．8％で学年別に見れば矢張り1L6％

を示す第2学年最も低く，18g％を示す第6学

年に最も高い陽韓率を認め，学年の増加と共に

陽縛率も高く認められたが，：B・C・G接種学童

に比し陽蒋率は28．9％も低くジー般に著しい低

陽轄率を示し，且つ学年の増加に絆ふ陽二八の

増加も甚だわすかな成績を示した．

 而してB・C・G接種学童と非接種学童とに於

て興味ある成績を示したのは疑陽性並びに陽1生

反鷹症欺で，疑陽性例数はB・C・G接種学童で

は学年の増加と並行を示すに反し，非接種：学童

に於ては学年の増加と並行関係を示さなかっ

た．叉陽性症歌謡の発赤，硬結に継てはB・C・G

接種：学童は非接種学：童に比し，発赤に於ては

18β％の高率を示し，硬結に於ては1⑪．4％の高

率を示した．而して接種学童に於ては発赤のみ

を示すものは硬結を示すものに比し2．5％の高

率を示し，且つ高学年になるに從ひ増加の傾向

第：2表 ：B．C． G；接種学：童のツ事終
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第3表 B・C・G非接種学：童のツ反町

1’
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を示すに反し，非接種学童に於ては癸赤のみを

示すものは硬結を示すものに比し，反対に5．4

％の減少を示し，前者の場合と反対に硬結を示

すものが高学年になるに從ひ増加の傾向を示し

た．自然感染の最も有力なる目安とされる二重

陽

轄

。／a

11．6

13．5

13．0

15．1

18．9

発赤を示す例に就てはB・C・G接種学童に於て

は低学年に高き発生率を認め，漸次高学年にな

るに從ひ減少の傾向を示したが，非接種学童に

於ては之れと反対に高学年になるに從びその発

生率の増加を認めた．

第5章 B・c・G接種後各月に於けるツ反磨陽輔率

 前章に蓮べた如くツ反鷹陰性者はB・C・Gを

接種することに依り高度な陽韓率を示すが，接

種後如何なる時期に於て最も高度な陽樽率を示

すかを明らかにせんとしてB・C・G接種後4ケ

月後より11ケ月後に至る間のツ無慮陽轄i率を各

集団別に観察した．

 成績は99 4表に示す如く我等の調査に建ては

4ケ月，5ケ月後に於て最：も高度な陽轄率51．6

／％～64．9％を認め，以後月数の増加に從ひ漸次

減少の傾向を示した．この調査に於て最も注目

すべきはH集囲の例であって：B・C・G接種後8

ケ月の陽工率は12．3％を示し，他の8ケ月，1⑪

ヶ月，11ケ月の例に比し著明な低傘を示した．

之れは使用：B・C・Gが液体：B・C・Gであり，保

管当時の不良條件が原因と考へられるものであ

る．

第4表 ：B．C． G接種後各月に

  於けるツ反慮陽車專i率：
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第6：章 B・c・G接種学童の左右前膳ツ反慮の比較

 B・C・G既接種学童157名に対し左右前歯屈

側部位にツ反鷹を実施し，48時間後に於けるツ

反慮症歌を比較した．之等の学童は過去2年聞

に2回のツ反命，：B・C・Gを左前騰屈側，並び

に左上縛外側にそれぞれ注射を受けて居る．調

査学童は前回のツ反慮陰性者にしてB・C・Gの
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接種を受け，接種後8ケ月を経過したものであ

る．            e

 樹対照として調査した：B・C・G非接種：学童89

名は現在迄1回もヅ反慮，B・C・Gの注射を受

けて居なv・‘

 調査成績は第5表に示す如くB・C・G接種：側

（左側）は非接種側（右側）に比し8・9％の高陽1生

率を示し，且つ三等を陽性症状別に見るに，二

重発赤を示すものに於ては左右は全く一致し，

硬結を示すものに於ては左側は1例の増加を認

第5表：B．C．G接種：後の左右

   前臆ツ反毛の比較

右前臓

め発赤を示すものに於ては左側は13例の増加を

認めた．

 術対照として調査した：B・C・G非接種学童に

出ては左右のツ反慮1伏況は殆んど大差なきも

：B・C・G接種学童の場合と異な夢僅かに右側に

陽性症状中発赤のみを示すもの1例の増加を認

めた．
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第6表 ：B．C． G非接種集団の

  左右前騰ツ反鷹の比較

  （ツベルクリン初注射集團）
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第7章 総括並びに考按

 1．河北郡学童ツ反慮陽性率に撃て

 昭和23年度学童ツ反鷹陽性率と昭和17年より

昭和2⑪年，並びに昭和22年の学童ツ反臆1陽性i率

とを比較するに第7表の如く総陽性率，学年

別，男女別，陽匪率に於ても何れも漸次上昇の

傾向を示しつXあるのを認めた．之れの原因と

してツ反慮陰性者に対するB・C・G接種の普及

が第一に考べられる点なるも，更に職争中都会
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よの農村への疎開，國外よりの引揚者等の影響

等の点に就ても充分考慮されなければならない

ものと思はれる．最近の農村学童2）ツ反癒陽i生

率に就ては埼玉帯下某農村学童のツ反発陽性率

は5歳まり9歳迄は25．1％，10歳より14歳迄は

5⑪．6％と報告されて居り，我等の今回の調査成

績も之れと類似する成績を認めた．叉今回の調

査に撃て認められた男女聞の陽性率の差異に就

ては昭和！7年よりの統計より見るに，一般に著

明な差異を見出し難く，この点に就ては術今後

第7表昭Tn17年よりの河北郡学童ツ反慮陽性率
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も統計的寸分を要するものと考へられる．

 2．B・C・G接種学童と非接種学童とのツ反

一陽韓：率の地較

 B・C・G接種学童は非接種学童に比し，高ぎ

陽韓率を示すことは既に多数の研究者に依り発

表されて居るが，我等の調査に干ても接種学童

は非接種学童に比し28．9％も高く認められた．

 B・C・G接種学童と非接種学童に認められた

陽性症歌の発赤，硬結，二重発赤の相互関係は

：B・C・Cアレルギーと自然感染アレルギ…の差

を示すものと考へられる．

 3．B・C・G接種後各月に於けるツ反側陽解

…率に就て

 B・C・G接種後のツ反憲陽韓率の推移に就て

は，その接種：量，接種法，個人の反臆1性如何に

依り差異あるも，柳沢1）はB・C・G：接種後2乃

至3ケ月前後に於て最高の陽轄率を示すとし，

染谷3）は3ヶ月後が最高の陽轄率を示し8⑪．5％

なることを報告して居る．我等の調査では種々

なる條件の爲2ゲ月，3ケ月後の推移は調査し

得なかったが，4ケ月後より11ヶ月後の調査に

於てはB・C・G接種：後4ケ月，5ケ月後に於て

最も高度な陽蒋率を示し，漸次減少の傾向を示

した．叉この調査に於て認められたH集団の専

掌轄率は：B・C・G液の保管当時の不良事件が原

因と考へら剰るものであり，今後予防接種法に

依り広範囲にツ反朦陰性者に対しB・C・Gの接

種が行はれるのであるが，使用：B・C・Gワクチ
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河北郡學童のツベルクリン反懸に就て 5ア

ンの保管使用に就ては一暦の注意を用ふべきを

痛感した．

 4．B・C・G接種学童の左右前腓ツ反鷹の比

較に就て

 B・C・G接種側と非接種側とのツ反鷹の差異

に就ては柳沢4），岡5）等に依り報告され，：B・

C・Gの局所免疫が考へられて居るが，我等の

調査結果も過去の：B・C・G，ツ反憲実施回数よ

りして同じく：B・C・Gの局所冤疫を考へせし

め，叉接種：側と非接種側の差は陽性症歌申の発

赤iPみを示すものに認められた点はこの考へを

裏付するものと思はれる．以上の事実は今迄

B・C・G接種後のツ反憲実施に於て殆んど考慮

されなかった反鷹実施部位に就て今後槍討す

べき必要のあるととを示すものであり，特に

B・C・G接種後のツ反慮陽傳者中発赤のみを示

すものに於ては局所アレルギ・・の影響な考慮さ

れなければならないものと思ふ．

第8章結

 1．河北郡学童の昭和23年度ツ反鷹陽性率は

槍査人員8019名に対し315％であった．

 2．：B・c・G接種学：童と非接種学童のツ反慮

陽蒋率は接種学童は非接種学童に比し28・9％の

高率に認められた．

3．：B・C・G接種後各月のツ反回弓勢率は4ヶ

月後よb11ケ月後に至る我等；の調査では接種後

4ケ月，5ケ月に於て最も高く認められた。

論

 4．：B・C・G接種学童に於ける左右前縛のツ

反憲の結果，：B・C・G接種側は非接種側に比し

高き陽性率を示した。

 二二するに當り，御指導と御校閲の螢を賜りし恩師

谷二二に満腔の謝意を表すると共に，種々御指導を賜

った丁重衛生部長，加納二丁課長，今村公衆保健課長

に謝意を表す，
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